
•••••••••••••• 
駅
前
ビ
ル
の
鉄
骨
を
施
工

若
手
人
材
の
育
成
が
課
題

大
型
ピ
ル
や

建

築
物
な
ど

重
量
鉄
骨
の
製

造
工
事
を
手
掛

け
る
松
井
工
業

(
福
岡
県
糟

屋
郡
宇
美
町
)
は
、
こ
と
し
4
月
開
業

の
博
多
駅
前
「
J
R
J
P博
多
ビ
ル
」

の
鉄
骨
施
工
を
大
手
総
合
建
設
会
社

の
下
、
昨
年

3
1ロ
月
に
か
け
て
行
っ

た
。
昨
年
ロ
月
、
社
長
に
就
任
し
た

松
井
隆
明
社
長
は

「
駅
前
で
車
両
交

通
量
の
多
い
中
、
市
民
に
細
心
の
配
慮

を
重
ね
て
順
調
に
終
え
た
」
と
語
る
。

同
社
は
九
州
・
沖
縄
を
は
じ
め
、
関

東
圏
な
ど
年
間
制

1
m
件
を
受
注
す

る
。
建
設
業
界
は
、

2
0
2
0年
の
東

京
五
輪
を
一
つ
の
契
機
に
再
開
発
や
耐

震
建
て
替
え
工
事
が
進
み
、
近
年
は

受
注
が
増
え
て
活
況
を
呈
し
て
い
る
が
、

一方
で
業
界
の
人
手
不
足
は
深
刻
だ
。

現
在
は
団
塊
世
代
な
ど
熟
練
者
が
活

躍
す
る
中
、
次
世
代
へ
の
技
術
継
承
は

急
務
で
、
「
工
法
は
常
に
進
化
す
る
た

め
、
そ
れ
に
見
合
う
能
力
を
持
っ
た
社

員
が
必
要
」
と
、
松
井
社
長
は
若
手
人

材
育
成
に
刀
を
注
ぐ
。
ま
た
今
後
、
団

プ
ン
し
た
。
白
砂
光
規
社
長
は
、
「福

岡
市
が
創
業
特
区
を
打
ち
出
し
た
こ
と

も
あ
っ
て
創
業
熱
は
高
ま
っ
て
い
る
が
、

創
業
の
悩
み
な
ど
を
語
り
合
う
場
は

少
な
い
」
こ
と
か
ら
、
「
そ
れ
な
ら
」
と

起
業
家
支
援
に
乗
り
出
し
た
。

九
州
レ
ッ
プ
は
、

首
都
圏
や
外
資
系

の
不
動
産
フ
ァ
ン
ド
な
ど
へ
の
情
報
提

供
、
不
動
産
仲
介
が
本
業
で
、
外
資

系
フ
ァ
ン
ド
に
勤
務
し
て
い
た
白
砂
社

長
が
2
0
1
0年
に
創
業
し
た
。
そ
の

一方
で
、
昨
年
か
ら
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
事
業

に
も
乗
り
出
し
て
お
り
、
す
で
に
英
語

を
学
び
た
い
人
向
け
の
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス

を
オ
ー
プ
ン
し
て
い
る
。
起
業
家
専
用

は
第
2
弾
で
、
施
設
内
に
は
セ
ミ
ナ
ー

ル
l
ム
や
撮
影
ス
タ
ジ
オ
な
ど
を
設
置

し
て
い
る
ほ
か
、

定
期
的
に
英
会
話
レ

ッ
ス
ン
も
受
け
ら
れ
る
。

白
砂
社
長
は
、

「今
年
7
月
に
は
英

語
圏
以
外
の
外
国
人
対
象
の
シ
ェ
ア
ハ

ウ
ス
を
オ
ー
プ
ン
す
る
予
定
で
、

三
つ

の
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
の
交
流
事
業
な
ど
も

行
っ
て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
い
る
。

•••••••••••••• 
H

第
二
の
心
臓
H

を
動
か
し
て

『
美
と
健
康
」
両
立
ソ
ッ
ク
ス

美
容
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
事
業
の
ワ

ン
・
ラ
ブ
(
北
九
州
市
)
の
尾
崎
し
の

内
の
岡
市
場
に
海
外
企
業
の
参
入
が

予
想
さ
れ
、
こ
れ
に
は
「
品
質
、
納
期
、

安
全
面
の
徹
底
な
ど
、
日
本
企
業
に
し

か
で
き
な
い
仕
事
で
臨
む
」
と
話
す
。

•••••••••••••• 
日
月
新
ス
タ
ン
ド
が
オ
ー
プ
ン

趣
昧
の
マ
ラ
ソ
ン
に
も
意
欲

コ
メ
ダ
瑚
排

屈
の
F
C事
業

を
展
開
す
る

増
田
石
油

(福

岡
市
)
は、

今

年
中
に
福
岡

で
1
届
舗
、

熊
本
で

2
届
舗
、
新
規

オ
ー
プ
ン
さ
せ
る
計
画
と
い
う
。
ま
た
、

主
力
事
業
の
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド

(
G

S
)
は
、
日
月
に
福
岡
県
内
に
久
し

ぶ
り
に
新
規
オ
ー
プ
ン
さ
せ
る
予
定
で
、

業
界
全
体
で
G
S
の
閉
鎖
が
続
く
中
で

の
明
る
い
話
題
に
、
増
田
成
泰
社
長
の

表
情
も
緩
み
が
ち
だ
。

新
ス
タ
ン
ド
は
、
出
時
間
営
業
の
セ

ル
フ
形
式
で
、
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
が
併

設
さ
れ
る
。
基
本
的
に
、
ス
タ
ン
ド
に

は
人
員
を
配
置
せ
ず
、
コ
ン
ビ
ニ
の
庖

員
が
空
い
た
時
間
で
管
理
業
務
を
行

う
と
い
う
。
増
田
社
長
は
「
ス
タ
ン
ド

と
コ
ン
ビ
ニ
の
シ
ナ
ジ
l
効
果
は
も
ち

ろ
ん
、
従
業
員
が
2
凶
舗
を
管
埋
す

ぷ
社
長
は
、
「
美

と
健
康
は
一
対

の
も
の
」
と
言

〉つノ。
年
齢
を
重

ね
て
も
み
ず
み

ず
し
く
張
り
の
あ
る
素
肌
は
、

生
き
生

き
と
し
て
活
力
の
あ
る
心
身
か
ら
成
り

立
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
同
社
が
提
案

し
て
い
る
の
が
「
段
階
圧
縮
ハ
イ
ソ
ッ

ク
ス
」
。
足
首
に
高
い
圧
力
を
か
け
、
ふ
く
ら

は
ぎ
か
ら
太
も
も
に
か
け
て
少
し
ず
つ

圧
力
を
下
げ
る
よ
う
設
計
し
て
あ
る
の

で
血
行
を
促
し
、
む
く
み
の
予
防
に
つ

な
が
る
。
足
全
体
に
心
地
よ
く
フ
ィ
ッ

ト
し
、
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
軽
や
か
に
な
る
。

座
っ
た
ま
ま
・
立
っ
た
ま
ま
の
姿
勢

が
続
く
仕
事
で
は
足
に
負
担
を
か
け
る
。

こ
の
ソ
ッ
ク
ス
は
事
務
職
や
、
屈
舗
で

接
客
を
行
う
女
性
に
引
き
合
い
が
多
い
。

俗
に
足
は
H

第
二
の
心
臓
d

と
い
う
。

人
体
の
筋
肉
は
三
分
の
こ
が
下
半
身
に

集
中
し
て
い
る
。
そ
の
筋
肉
を
動
か
す

(
歩
く
)
こ
と
が
、
心
臓
と
同
じ
よ
う

に
全
身
へ
の
血
液
の
循
環
を
促
す
た
め

だ
。
「
足
元
と
歩
く
こ
と
を
見
直
す
こ

と
で
美
と
健
康
は
両
立
、
生
活
の
質
は

高
め
ら
れ
る
。
こ
れ
は
男
性
に
も
い
え

る
こ
と
」
と
言
葉
を
付
け
加
え
て
い
た
。

る
た
め
、
人
件
費
を
圧
縮
す
る
の
が
狙

い
」
と
語
る
。

一方
、
趣
味
の
マ
ラ
ソ
ン
は
、
昨
年

日
月
に
宮
崎
、
ロ
月
に
福
岡
、
今
年

に
入
っ
て
か
ら
は
、
2
月
に
北
九
州、

3
月
に
鹿
児
島
と
ほ
ぼ
毎
月
の
よ
う

に
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
に
出
場
し
、
こ
こ
2

回
は
4
時
間
を
切
る
サ
プ
4
を
達
成

し
て
い
る
。
し
か
し
、
自
己
ベ
ス
ト
3

時
間
必
分
の
更
新
は
達
成
で
き
な
か
っ

た
よ
う
で
、
「今
年
の
走
り
納
め
に
な

る
『
さ
が
桜
マ
ラ
ソ
ン
』
で
ぜ
ひ
自
己

ベ
ス
ト
を
更
新
し
た
い
」
と
何
々
な
ら

ぬ
意
欲
を
見
せ
て
い
る
。

•••••••••••••• 
ベ
ト
ナ
ム
進
出
し
た

企
業
聞
で
課
題
共
有
を

ベ
ト
ナ
ム
人
を
雇
用
し
た
り
、
同
国

で
の
事
業
展
開
を
考
え
て
い
る
熊
本
県

内
の
企
業
4
社
が
、
日
越
協
同
組
合
(
熊

本
市
)
を
設
立
し
た
。
藤
井
淑
人
理

事
長
は

「単
に
雇
用
す
る
側
と
さ
れ
る

側
と
い
う
関
係
で
は
な
く
、
組
合
員
同

士
が
連
携
し
て

相
互
の
理
解
を

深
め
る
こ
と
で
、

職
場
の
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
が
上

が
る
よ
う
支
援

•••••••••••••• 
九
州
各
地
で
産
業
ガ
ス
提
案

迫
力
映
画
観
賞
で
気
分
転
換

産
業
ガ
ス
製
造
大
手
の
大
陽
日
酸

九
州
支
社
(福
岡
市
)
の
栗
下
敏
一
支

社
長
は

「九
州
は
地
域
ご
と
に
酸
素

・

窒
素

・
ア
ル
ゴ
ン
の
提
案
の
可
能
性
が

あ
る
」
と
話
す
0

・
・
開

・

実
際
、

北

・
・

4

ka
部

に

製

鉄

・

問
一

LL
自

動

車

・
造

.. ，R
4・
船

、

南

部
は
焼

園
園
悶

l
hi

a
酎
・
肉
用
牛

・

ブ
ロ
イ
ラ
ー
な
ど
の
製
造
拠
点
が
広
が

り、

農
業
産
出
額
と
養
殖
生
産
額
で

そ
れ
ぞ
れ
全
国
の
2
割
以
上
を
占
め
る

食
糧
供
給
基
地
で
も
あ
る
。
製
造
の
過

程
で
は
原
料
ガ
ス
・

雰
囲
気
ガ
ス
(
空

気
を
遮
断
す
る
た
め
に
使
う
ガ
ス
)
が

欠
か
せ
な
い
。
九
州
各
地
で
「
長
期
的

な
効
率
性
や
生
産
性
を
に
ら
み
な
が

ら
、
最
適
の
ソ
リ
ュ

l
シ
ヨ
ン
を
進
め

る
」
こ
と
に
余
念
の
な
い
毎
日
だ
。
多

忙
を
極
め
る
中
で
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
オ
フ

タ
イ
ム
に
は
「
映
画
館
で
の
映
画
観
賞

に
出
掛
け
る
」
。

最
近
見
た
中
で
、
印
象
的
だ
っ
た
の

は
「
ブ
リ
ザ
ー
ド
」。

冬
の
大
西
洋
で

大
吹
雪
に
遭
い
巨
大
タ
ン
カ
ー
が
遭
難
。

強
風
と
高
波
の
中
で
決
行
さ
れ
た
人
命

を
行
っ
て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
い
る
。

組
合
を
設
立
し
た
の
は
、
弁
当

・
総

菜
の
ヒ
ラ
イ

(
同
)
な
ど
。
ベ
ト
ナ
ム

語
の
通
訳

・
翻
訳
事
業
を
行
う
ベ
ト
ナ

ム
ト
レ
l
デ
ィ
ン
グ
(
同
)
の
津
村
ゆ

り
社
長
か
ら
理
事
長
就
任
の
打
診
が

あ
り
、
「(本
業
の
)
人
材
派
遣
事
業
で

培
っ
て
き
た
ノ
ウ
ハ
ウ
が
生
か
せ
る
の

で
は
」
と
引
き
受
け
た
。

藤
井
理
事
長
は
、
「県
内
企
業
の
中

に
は
、
人
材
不
足
に
悩
ん
で
い
る
企
業

も
数
多
く
あ
る
。
そ
ん
な
企
業
に
と
っ

て
ベ
ト
ナ
ム
人
労
働
者
は
貴
重
な
戦
力

と
な
る
」
と
話
し
て
お
り
、
「
ベ
ト
ナ
ム

製
品
の
共
同
購
買
事
業
の
ほ
か
、
将
来

的
に
は
ベ
ト
ナ
ム
人
労
働
者
の
受
け
入

れ
仲
介
な
ど
も
行
っ
て
い
き
た
い
」
と

話
し
て
い
る。

•••••••••••••• 
起
業
{
丞
専
用
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス

で
経
営
者
の
H

卵
H

支
援

不
動
産
売

買

・
仲
介
の
九

州
レ
ツ
プ

(福

岡
市
)
は
こ
の

ほ
ど
、
福
岡
市

西
区
に
起
業
家

を
対
象
と
し
た
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス

「デ
イ

ス
カ
バ
リ
l
姪
浜
ウ
エ
ス
ト
」
を
オ
1

救
出
を
描
い
て
お
り
、

実
話
に
基
づ
い

た
作
品
だ
。「
こ
う
し
た
も
の
は
、
映
画

館
の
大
画
面
・

高
画
質
映
像
で
迫
力
と

臨
場
感
を
楽
し
ま
な
け
れ
ば
。
そ
れ
が

最
高
の
気
分
転
換
」
と
話
を
結
ん
だ
。

• 
長着 :
期実 2
的な E
にオ 雪
後:リ Z
方 I • 
ヵ、ブ 宝
らの 5
支晋 ・
援及

一
般
社
団
法

人
九
州
オ
リ

ー
ブ
普
及
協

会

(
福
岡
市
)

は
「
九

州

に

1
0
0
万
本
の

オ
リ
ー
ブ
を
植
樹
す
る
」
こ
と
を
事
業

目
標
に
掲
げ
て
、
苗
木
の
輸
入
と
栽
培
、

農
家
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
や
技
術
指
導

な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
近
年
は
自

治
体
か
ら
の
注
目
度
が
高
ま
っ
て
お
り
、

今
年
度
だ
け
で
九
州
の
1
0
2市
町
村

が
オ
リ
ー
ブ
の
木
を
定
植
し
た
。
百
富

孝
行
理
事
長
は

「オ
リ
ー
ブ
栽
培
が
地

方
を
元
気
に
す
る
手
段
と
し
て
認
知
さ

れ
つ
つ
あ
り
、

今
後
も
事
業
の
拡
大
が

期
待
で
き
る
」
と
語
る
。

百
富
理
事
長
に
よ
れ
ば
、
オ
リ
ー
ブ

栽
培
に
関
心
を
示
し
て
い
る
の
は

「全

産
業
に
占
め
る
I
次
産
業
の
ウ
エ
ー
ト

が
高
く
、
新
た
な
基
幹
作
物
を
検
討
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